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ヒトグリオーマ由来CCF-STTG1細胞培養上清に 
KLK7依存性Aβ分解活性が存在する 
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新規Aβ分解酵素としてKLK7を同定 

• ヒトアストロサイトーマ培養上清にAβ分解活性を認めた 
 

• KLK7にAβ分解活性責任分子であると考えられる 
 

• グリア細胞培養上清にAβ分解活性とKLK7が認められる 
 

• 脳内ではアストロサイトに発現が観察される 
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